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２ 教職員に求められる人権感覚 
 

（１）「人権・同和教育の視点と具体的な取組例一覧表」 

「自分の大切さとともに他の人の大切を認めること」ができる人権感覚の育成を

目指す人権教育と，「一人一人の児童生徒の人格の尊重」の要素を含む生徒指導

は，密接な関係があり，教職員はそのことを意識すること（「隠れたカリキュラ

ム」への理解）が重要ある。 

そこで，下のように人権・同和教育の５つの視点（生徒指導の実践上の視点４つ

と重なる）と具体的な取組例を示した。 

 

＜人権・同和教育の視点＞ 

①自尊感情を育てる視点 

②共感的人間関係を育てる視点 

③自己選択・自己決定の場を設定する視点 

④一人一人の生活背景や諸事情を尊重した指導の視点 

⑤集団の形成者としての在り方を考えさせる仲間づくりの視点 

 

これらの視点を日常的に持ち，絶えず自身の取組を振り返ることにより，人権尊

重の環境づくり，雰囲気づくりが促進され，人権文化が醸成される。さらに，教職

員の生徒指導および学習指導の向上につながり，児童生徒の資質能力の育成に資す

ると考える。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 


